
日本学生支援機構（JASSO)

採用説明会
2025年度（春）
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はじめに
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JASSO奨学金は、様々な書類があります。

奨学金ファイル
を１冊作り、

しっかり管理しましょう！
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書類はキレイに

取り扱いましょう！

書類をぐちゃぐちゃにしたり、

お茶やコーヒーをこぼすなど
がないように丁寧に扱ってください。
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 書類の提出期限を過ぎた場合、

奨学金の振込が止まる

 困ったことがあれば、

期限までに相談・連絡をすること

 自己判断しないこと
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奨学金に係る案内等は

 修成メール

 電話

 郵送  で行います。

! 随時確認しましょう !
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今回の採用説明会だけでなく、

今後も奨学金に係る

様々な説明会やWEB入力等

があります。

奨学金担当者の指示に従い、

期限までに対応しましょう！
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住所・電話番号等の変更

速やかに事務局へ届け出を

行ってください。

担任の先生に言ったから…は×です！

必ず事務局へ届け出を行う必要があります。
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平日（土曜日除く）

8：40～16：30

第2本科（夜）生は18：20までの受付

奨学金書類提出受付時間

書類は、授業前や昼休みに提出してください。
（授業終了後の提出は控えてください）
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４月・５月を除き

毎月１１日
に振り込まれます。

※１１日が土日祝の場合は、金融機関の前営業日

奨学金の振込日
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採用された
奨学金
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機関保証制度を選択した方は、奨学生証の下方に保証料が
印字されています

給付奨学金の奨学生証の裏面には
「給付奨学生のしおり（ダイジェスト版）」が記載されています

奨学生証 （再発行不可／紛失しないように）

給付 第一種 第二種



13

■給付奨学金

525-08-000000

■第一種奨学金

625-08-000000

■第二種奨学金

825-08-000000

JASSOの

 手続きでは

 奨学生番号
   が必要となります！

奨学生番号



給付奨学金

原則 返還が必要のない奨学金

高等教育の修学支援新制度により
①給付奨学金 ②授業料減免

2つの支援を受けることができる。

ただし、支援区分によって、
給付奨学金は0円の場合あり



給付奨学金（授業料減免）

給付奨学金が対象となった方は、
その支援区分に応じ、学校が
授業料減免を行います。
（高等教育の修学支援新制度）

←通知書を確認してください
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年１回の家計の適格認定
生計維持者（父母）だけでなく、
学生の所得も審査対象

となります。

給付奨学金



貸与奨学金

貸与終了後、
必ず返還が必要な奨学金

・第一種奨学金…無利子
・第二種奨学金…有利子

給付奨学金と第一種奨学金を併せて受ける場合、
第一種奨学金の振込額が調整される。
給付奨学金が区分外となった場合は、もともと希望し
ていた金額の第一種奨学金が振り込まれる。
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←
奨学生としての
重要事項（抜粋）

この書類を確認
しましょう！
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適格認定
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←
この書類を確認
しましょう！

「適格認定」



21

履修した科目を 途中放棄するなどすると、

 出席率・GPAが低くなります。
   履修登録した科目は、

最後までやり遂げましょう。

給付奨学生の学業成績は

学校の規定だけでなく、JASSO（文科省）の

規定も満たさなければなりません。

とくに前期終了科目には要注意！！！
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返還誓約書

貸 与



返還誓約書の作成方法

「貸与奨学生のしおり」

機関保証 4～5ページ

人的保証 6～7ページ
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「JASSOから奨学金を借り、

貸与終了後は約束通り返還します」

という誓約書

返還誓約書とは

退学や休学を検討する場合
でも、学校が指定する期限
までに提出すること。



黒のボールペンで記入する

（擦って消えるペンは絶対ダメ！！！）

印字内容の間違いの訂正等

厳しいルールがあります！

自己判断で訂正しないこと。必ず相談！



●人的保証

●機関保証

のどちらかが

印字されている

あなたが選択した保証制度



人的保証
●連帯保証人
奨学金の返還について奨学生本人と同等の責任を負い、

奨学生本人が返還しないときは、その全額について

返還しなければなりません。

●保証人
奨学生本人および連帯保証人が返還しないときは、

それらに代わって返還しなければなりませんが、

「分別（ぶんべつ）の利益」「検索の抗弁権」「催告の抗弁権」
があります。

機関保証へ変更するには厳しい条件あり



機関保証

●一定の保証料を支払うことで、

保証機関から保証を受ける。

●保証料は、毎月の奨学金から差し引かれる。

！人的保証へ変更することはできません！



借用金額
貸与総額（予定）

貸与期間・月額

借用金額等



併給調整により、
第一種奨学金の
振込がない場合
でも、

当初の希望金額
での返還誓約書
の提出が必要

第一種奨学金の併給調整



返還の目安 第二種 上限３％
で計算された返還額

第二種

固定 1.641％
見直し 1.100％
で計算された返還額

※スライドの内容と皆さんの返還誓約書で
は利率表記が異なります

「月賦返還」か「併用返還」のどちらかを選択

ここで選択した返還方法は今後変更できません。



学生自身

が

署名する

奨学生本人欄



本人以外の

連絡先の方

が

署名する

《機関》本人以外の連絡先



連帯保証人

保証人

が

署名・押印

《人的》連帯保証人・保証人



返還誓約書に間違いがあった場合
は、訂正に非常に時間を要するこ
とになります。
（特に人的保証制度を選択した方）

提出物の確認には時間を要するため、

授業終了後に持って来ないでください。
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採用に係る
提出物
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採用書類

 チェック票

   提出期限までに

記載されている

  書類を全て提出！
※スライドの提出期限と手元のチェック票の提出期限は
異なる場合あり



人的保証
収入に係る証明書類は、

『貸与奨学生のしおり』

8ページ参照

最新のものを提出
源泉徴収票なら令和6年
（2024年）のもの



公益財団法人日本国際教
育支援協会に保証を依頼
する書類

確認事項等を読み、

学生自身が署名等を

してください。

機関保証



期限までに一度も

提出がなかった場合、

奨学金の振込が止まります
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増額・減額・辞退

貸 与



貸与月額の

増額・減額・辞退が可能です。

手続きには時間がかかりますので、

早めに相談してください。

※給付奨学金はご自身での金額変更や辞退はできません
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現在の学科卒業後
の奨学金



給付奨学金
一度でも高等教育の修学支援新制度（JASSO給付奨学金・授業料
減免）を受けた場合、次に入学する学校で再度受けることはでき
ません。

ただし、修成卒業後1年以内に大学へ編入学する
場合は継続が可能です。（編入先大学へ確認のこと）

① 本科→専科進学・・・継続不可

② 大学（1年）へ入学
大学で給付奨学金は対象となりません

（編入学でないため）

継続等

できない

ケース



貸与奨学金 （第一種・第二種）

現在の学科卒業＝貸与終了
①本科→専科進学の場合

専科進学後、新規申込が必要

②本科→大学編入学 （編入先の大学へ確認すること）

第二種奨学金のみ継続可能

現在受けている貸与奨学金について
専科進学後、大学編入後に

「返還を猶予する手続き」（在学猶予）が可能！
POINT
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スカラネット
・パーソナル

の登録



スカラネット・パーソナルは

奨学生としての皆さんのマイページ
になるものです。

全員登録が必要！！！

ID・パスワードは学生自身が設定します。



●確認できる内容
貸与・給付の金額 振込口座 等

●各種手続き（在学中）

２年次への継続手続き（12月に説明会実施）

給付奨学金の在籍報告（４月に実施）



スカラネット・パーソナル



新
規
登
録



確
認
情
報
入
力

利用規約を開いて「同意する」にチェック



確
認
情
報
入
力

●奨学生番号

給付対象者→給付の番号

第一種採用→第一種の番号

その他の方→第二種の番号

登録に使用する

奨学生番号を控える！



確
認
情
報
入
力

奨学金が振り込まれている口座情報を入力

※口座番号が分からない場合は、

帰宅してから登録すること



確
認
情
報
入
力

ご自身の画面に表示されている

英数字を入力して

「送信」ボタンを押下



ID

・
パ
ス
ワ
ー
ド



ID

・
パ
ス
ワ
ー
ド

ID・パスワード

を控える！

ID・パスワード・メールアドレスを入力して

「送信」ボタンを押下



登
録
完
了

ログイン画面へGO!
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このスライドは、

学生ポータル
のJASSO奨学金ページに掲載します。

自宅に帰ってもう一度確認しながら

必要書類の作成や

スカラネット・パーソナルの登録を
行ってください。
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